
政党の名前を掲げてホームページを立ち

上げているのは現在、社会党、さきがけ、

新進党の3党である。それぞれに政策や党

首の写真、党の歴史などが記されているが、

とくに今回「新党さきがけ」を取り上げる

のは、他と違ってアップ・トゥ・デートなニ

ュースを次々と打ち出してきている点に興

味をひかれたからだ。

9月にタヒチで行われた仏核実験反対デ

モに、同党の武村正義代表はじめ22名の

超党派議員団が参加したニュースは記憶に

新しい。さきがけホームページでは、現地

からのレポートをほぼリアルタイムで、しか

も写真付きで流した。抗議行動そのものが

大きなニュースになったと同時に、それを

インターネットで発信したという点もニュ

ースで少し報じられていた。

実際に抗議の平和行進に参加し、レポ

ートを打ち、デジタルカメラで撮った写真

を現地から電子メールで送ったのは、衆議

院議員の簗瀬進氏。海外からのパソコン通

信を経験したことがある方ならお分かりだ

ろうが、まず送ることそのものが、決して

簡単なことではない。

「タヒチ臨時特派記者」となった簗瀬進

代議士と、それを日本側で受け取ってホー

ムページに載せた同党情報ネットワーク担

当の岡本健司氏、同党事務局長として情

報化を推進する山田実氏に、まず「メイキ

ング・オブ・タヒチレポート」から聞いた。

画像送信まで自分でやる
ニュージェネレーションの国会議員

「タヒチに行くと宣言したら、ある方から

『タヒチの景色でもレポートしたらどうか。

さきがけには、ホームページもあるしそこで

画像を公開すれば』とアドバイスされた。

そこで岡本君に話したら、彼も考えはあっ

たんだが難しいんじゃないかと思ってたと

いうんです。なにしろ私がパソコン通信を

始めたのはやっと今年の3月からだし、海

外から電子メールを送った経験もないわけ

でしたし」（簗瀬氏）

「ところが翌朝にもう簗瀬さんから、いま

電気屋にいるんだけど、ケーブルはこれと

これでいいのかと電話が入った。で、あわ

ててセッティングしました」（岡本氏）

「党の財源も厳しい中から、一大決心し

て。４万５千円でデジタルカメラを買いま

した（笑い）」（山田氏）

「苦労しましてね。タヒチは世界からマス

コミが殺到しているから電話回線もひじょ
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最初は大学や研究機関、そして企業や個人へと広まってきたWWWホームペー

ジによる情報発信。そのなかに「情報を出すことを宿命づけられた存在」である

政党も加わってきた。 国内の政党でもっとも早くホームページを立ち上げた

「新党さきがけ」に、政治活動というビジネスの現状と展望を聞いた。

レポート 喜多充成
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うに混雑していた。何度も何度もトライし

て、結局接続できたのは300BPSでした、

国際電話でですよ。でも、無事送れたとき

は嬉しかったですね。夜中に岡本君に電話

して「ヤッター」と、信じられないような

すっとんきょうな声出して。帰途のハワイ

のホテルでは、電話代が10万円以上かかっ

てしまいましたが（笑い）」（簗瀬氏）

これに続いて10月には与党３党の抗議団

に加わった簗瀬氏がふたたびパリから写真

付きのレポートを送っている。パソコンに

向かう姿が写真に出る政治家は少なくない

が、画像送信まで自分でやる国会議員はち

ょっといない。タヒチレポートのような独自

ニュースや、反核実験の声明文、収支報

告書のワークシートのファイル、あるいは

記者会見の模様や党本部へのお客様の顔写

真など盛りだくさんで、しかも短い間隔で

アップデートしているさきがけのページには

非常に好感が持てるのである。

いまの政治と有権者との間には、
ものすごい情報ギャップがある

さて、このような「新党さきがけ」のイ

ンターネットでの情報発信を語る前に、ま

ず簗瀬氏自身の一政治家としてのパソコン

通信との関わりに触れておく必要がある。

簗瀬氏は今年の3月からパソコン通信での

政治活動を初め、ネットワークデモクラシ

ー研究会（通称：NET.D、ニフティサーブ）

というフォーラムの中心人物でもある。

「毎週一度の街頭演説のレジュメはパソ

コンでつくってました。そこからパソコン通

信へというのはごく自然な発展でもありま

したが、技術的な壁も大きかった。建設政

務次官になったとき、同省の技術調査室に

達人がいまして、彼らに助けてもらってス

タートしたのが今年の3月のことです。最初

はBBSにアップしたんですが、びっくりし

たのはその4時間後にサウジアラビアにいる

日本人の方からレスがついた。これは信じ

られなかったですね。こんなに早く、あん

なに遠いところから、しかも内容もしっか

りしたものだった。『自分の知らなかった新

しい世界がひらけている、すごいツールが

生まれた』ということをそのときに実感し

ました」（梁瀬氏）

今年４月の統一地方選では、東京、大

阪に2人のタレント知事が登場した。7月の

参院選では40パーセント台という市場空前

の低当票率を記録した。この二つの現象は

「無党派層」というひとつのキーワードでく

くられた。支持政党は持たず、政治への関

心もほどほど。いわゆる「無関心層」とニ

アイコールで語られ、既成政党に存亡の危

機や漁夫の利をもたらした無党派層の投票

行動は、既成政党にとっても新興政党にと

っても気がかりだ。

「無党派層が増えているひとつの原因と

して思うのは、いまの政治と有権者との間

にものすごい情報ギャップがあるんだろう

と。こんなにすごいツールをごくふつうの人

たちが持っているわけです。にもかかわら

●左から事務局長
の山田実氏、衆議
院議員の簗瀬進氏、
情報ネットワーク
担当の岡本健司氏

●タヒチでのフランス核実験抗議集会に参加した簗瀬
議員のレポート
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ず、政治のほうが全く応えきれていない。

無党派層ということばがマスコミをにぎわ

しましたが、おそらくネットワーカーの方々

とつながる部分が多いと思います。そうい

われている人たちがぼくにレスをつけてくれ

る内容を見ていると、政治に対する興味も

関心もあるし、専門家顔負けの鋭い分析力

を持った人もいる。無党派層の知的な部分

をネットワーカーは担っているところは大き

いんじゃないかと思ったわけです。

それなのに、政治の側からの情報発信が

少ない、遅い、抽象的で間接的。これでは

情報化社会における政治不信の種を政治自

らがばらまいているようなものです。これを

乗り越えていかないと政治不信はますます

増大していく。そういう危機感がネットワ

ークでの活動の背景にあります」（簗瀬氏）

ネットワークを維持するには
たいへんなエネルギーと労力が必要

だが、いったんネットワークで活動をはじ

め、それを維持していこうとするとたいへん

なエネルギーと労力が必要になってくる。

「ネットワークのことを中途半端に分かっ

ている人は『そんな時間があったら選挙区

回りをしよう』となるし、よく知っている

人の場合も、量が増えて自分一人やスタッ

フの力だけでは対応できないことが見える。

ならば無責任なおつきあいはしないほうが

いいか、となってしまう。

ご祝儀や挨拶回りは減って、お金はかか

らなくなるかもしれないけれど、自分が抱

えるスタッフを相当ぶ厚くしていかないと

政治的な発信はできなくなるかもしれない。

結局はそのスタッフをまかなうだけの集金

力のある議員はみんなからほめそやされる

けれども、逆にちまちまと一人だけでやっ

てる金の集められない貧乏代議士は発信量

がすくないわけですからダメだとレッテルを

貼られかねない。

政治の世界においてもネットワークをし

っかりと根付かせていくのは新しい苦労が

いることになりますね」（簗瀬氏）

政党とは有権者と政治を結ぶメディアだ

「梁瀬代議士のNET.Dでの活動とさきが

けのホームページはまた意味あいが違う部

分もあります。あちらは討議の場、こちら

は広報というか、もっと進んでディスクロ

ージャー（情報の積極的な開示）の手段と

して考えています。

そもそも政党とは有権者と政治を結ぶメ

ディアだ、というのが私の持論なんです。

政治家も政党職員もメディアなんですね。

そのメディアが十分機能していない、活用

されていないものだから政党離れという現

象も起きる。われわれがいかにして魅力的

なメディアになりきれるかが、たとえば無党

派層を少なくしていくということにもかか

ってくるのだと考えます」（山田氏）

情報化社会とは情報発信を止めることが

許されない社会。何もしないことはゼロで

はなくマイナスの結果を引き起こす。政治

家個人にとっても、政党という組織にとっ

ても情報を出すこと、情報をどう出すかは

死活につながる問題となる。

といってもそのチャンネルは限られる。広

報誌やニュースレターを送る場合の郵送費

や制作費はかなりの額にのぼる。そういっ

た点をクリアするには、インターネットは

うってつけの手段だったわけである。

「オールドメディアにはブローカーがいる

わけです。新聞もテレビも限られた紙面や

時間という制約があり、エディターの扱い

によって意味あいが違ってくる。ところが

こういうメディアならブローカーに左右され

ずに情報が出せる。この現象がまさに情報

革命と呼ばれるゆえんではないでしょうか。

かといって、大量の書き込みや画像では

飽きられる。受け手の興味を引くようなも

のを出していかなきゃいけない。賛辞も苦

情も直接発信者に向かうわけですから、こ
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●新党さきがけの
ホームページ

●再度の核実験に抗議するため渡
仏した簗瀬議員のレポート

jhttp://www.coara.or.jp/coara/sakigake/my.html
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れは真剣勝負ですよね。

こういう形の情報流通が増えてくると、

デマゴーグに惑わされる人も出てくると危

惧する人もいる。私は、ある意味ではネッ

トワーカーはあふれる情報の取捨選択能力

を日々研磨しているという人たちじゃない

かと思いますね。そういう能力を持った人

が増えていくことが、成熟した市民社会を

育てていくひとつの大きなポイントになるん

じゃないかと期待しているんです」（梁瀬氏）

求められるネットワーク時代のルール作り

さらに、現実の社会や法律との摩擦とい

うほどではないにしろ、同じようなやりか

たでは通用しない部分も、明らかになりつ

つある。

「たとえば、公職選挙法の禁止事項に、

うちのホームページのなかの議員アルバム

が抵触しないのかどうなのか。前例もない

わけですし、気になる部分ではあります。

実際、先の参議院選では、選挙の公示の

前日に候補者のファイルからリンクをはず

しました。

アメリカでも国が運営している議員専用

のサーバーでは、選挙の60日前から使用制

限という話があるそうですし」（岡本氏）

ホームページのなかで公開されている同

党と同党の政治資金団体「新政治協会」

の収支報告書も、意欲的な試みである。

政党は自治省への収支報告書の提出を

義務づけられており、その報告書は自治省

や各都道府県で公表、一般の閲覧も認め

られている。が、コピーや写真撮影は認めら

れておらず、コピーを違法とする自治省か

らの指導文書に違法性はないと、最高裁で

の判断が出ている。つまり閲覧に行き筆写

するしか手段がなかったわけだが、さきがけ

は自らこれを、表計算ソフトのデータの形

でホームページのなかで提供している。

「収支報告書は国民に広く公表されるべ

きものであり、技術的にそれが可能であれ

ばやる」（山田氏）

というまったくわかりやすい話なのであ

る。これはおそらくホームページを持つ他

の政党も、後に続かざるを得なくなった。

政治を「情報を提供して票を受け取るビ

ジネス」とたとえてみたとき、それが特定

の顧客に向けたエリアマーケティングの集

合体であった時代は、じつはいまも続いて

いる。遺族会やら特定郵便局長会やら農協

やら全電通やら、いわゆる組織票と呼ばれ

るおおきなまとまりを、どれだけ確固たる

かたちで味方に付けているかが、選挙戦を

戦う上で大きなウエイトを占めている事情

はさほど変わっていない。ところが、ここ

にきて生まれた電子ネットワーク上での政

治活動は、従来のマーケティングエリアと

はまったく異なる形で一般の人々とつなが

る情報のチャンネルを持ち始めている。

「このまえもインターネットを通じて『核

実験反対運動激励』のメールを女子中学

生のグループからからもらいました。僕ら

みたいな政治家が、中学生とも、ネットワ

ークを介して話しができるという時代にな

ったんですね。うれしくて、すぐ返事書き

ました」（簗瀬氏）

「政治の世界ってのは大人の世界ですよ

ね。ところがネットワークなら男女も、世代

も、空間的な距離も、ハンディキャップもの

り越えて参加できる。選挙権のない在外邦

人の方もなんらかの形で参加できる。そう

いう時代がきつつあるんですね」（山田氏）

●

「電子投票」が実現するのははまだ早急

に過ぎるとしても、政治を身近なモノとし

て語るうえで電子ネットワークの役割が増

していくのは間違いない。

「さきがけ」の名の通り、新しいことを先

んじて始めた同党のこの試みには、先陣な

らではの苦労も軋轢も経験するのだろうが、

それが情報化社会の政治と政党の新しいあ

りかたを探る上で貴重なノウハウとして蓄

積されていくこともまた間違いない。
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インターネットビジネス利用の現場から

●再度の核実験に抗議
する武村代表の声明

●市民活動法人法案の
試案を見ることができる

●簗瀬進議員のプロフィール
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